
2 8

　 -

：

：
事業対象

事業目的
恒久平和への意識を育み、戦争の悲惨さや平和の尊さを後世に継承していくため、区民及び来街者に対して平和意識の向
上を図る

 [施　　策] 55　平和都市の推進 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 その他 〔法令等名〕 なし

長期総合
計画体系

多様な主体と連携した区政運営の推進

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 一般区民、来街者

同上

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 平和祈念
所
管

総務部

総務課

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 253 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

①平和学習のための中学生派遣（日程:平成30年8月5～7日　広島）
②平和に関するパネル展（日程：平成30年8月13～17日　本庁舎1階ロビー）
③東京大空襲資料展共催（日程：平成31年3月8～11日　浅草公会堂）
④平和史跡マップ作成（平成31年3月発行　年1回　3,500部）

委託の有無 一部委託
委託内容 　

・中学生広島派遣にかかる旅行業務委託
・平和に関するパネル展製作・会場設営委託補助金の有無 なし

 [基本目標]

平和意識の醸成と継承

事
務
事
業
の
実
績

種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

平和史跡マップ発行 回 1 1 1 1

平和学習のための中学生派遣 回

1 100.0%

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度 H30年度

698 2,440

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

1 1 100.0%1 - 1

116.6%

2,157

成果指標

平和に関するパネル展来場者数 人 1,000 666 826 933

活動指標

800

15 50 31

　総経費 6,048 7,469 8,329

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 5,350 5,028 6,172

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 683 2,391 2,126

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　一般財源（区負担額） 6,048 7,469 8,329

課題及び
今後の進め方

平和学習のための中学生派遣については、今年度に長崎への派遣に向けた事前調査・情報収集を行い、安全性の確
保とともに、3日間の派遣日程の中で効率的・効果的なカリキュラムが組めるよう実施方法を検討していく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 0 0 0

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後も、中学生派遣やパネル展等について関係機関と連携しながら事業実施方法を絶えず検証
し、区民及び来街者に対して平和への意識向上を引き続き図っていく。 維持

手段の適切性 3 教育委員会など庁内関係部署をはじめ、区内外の平和展示資料館や東京都などの関係機関、広島市・長崎
市を中心とした平和首長会議加盟自治体と連携を図りながら、適切な事業実施に努めている。

目的達成度 4
平和に関するパネル展については、毎年見直しを図りながら内容を拡充しており、来場者数は年々増加してい
る。平成29年度からは広島市への中学生派遣を実施したことにより、若い世代の平和意識向上を図ることが
できた。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 平和都市宣言をした自治体として、区民及び来街者の平和意識を育み、戦争の悲惨さや平和の尊さを後世に
継承していく必要がある。

効率性 3
平成29年度より広島市への中学生派遣を実施したため支出は増加しているが、代表して派遣した生徒が各校
にて報告会を行い、体験したことを多くの生徒に伝えるなど、限られた予算の中で効率的・効果的な事業が実
施できている。


